
す
は
宮
腰
の
往
来
は
、
今
一
宮
ム
古
道
巡
り
に
て
・
源
平
合
殺
の
持
永

以
前
よ
り
の
古
道
右
り
し
を
、
務
草加
三
世
中
納
言
利
常
卿
の
時
・
今

の
芭
逃
陀
付
替
を
命
ぜ
ら
れ
、
並
松
を
縦
士
し
め
ら
れ
た
り
と
ぞ
。

金
揮
官
民
志
巷

廿

大

絶
聞
な
く
、
貨
に
幅
般
の
地
な
る
を
以
て
、
矢
口
と
総
す
る
な
ら
ん

か
。
亀
尾
記
に
は
、
此
の
町
端
を
世
人
矢
口
と
俗
開
削
す
る
は
、
宮
腰
・

大
野
等
の
者
ど
も
金
源
町
へ
入
る
口
な
る
ゆ
ゑ
に
、
家
口
の
剛
山
に
て

ゃ
ぐ
ち
と
都
す
る
か
。
泉
町
の
入
口
も
女
子
等
之
を
間
口
と
い
ふ
が

如
し
。
此
地
は
金
調
陣
H
K
の
運
漕
・共
往
来
貨
に
烈
し
き
事
・凡
そ
三

州
に
て
第
一
也
。
自
他
の
産
物
交
易
の
運
送
皆
此
一
路
よ
り
な
す
ゆ

主
、
街
頭
の
茶
庖
多
し
。
と
い
へ
り
。
今
後
宇
る
に
、
和
訓
裂
に
、

出
雲
風
土
犯
に
、
越
畠
八
口
-一中
川畑。

と
見
h
た
る
八
日
は
、
八
術
た
ど

い
ふ
が
如
く
、
八
簡
の
入
口
成
る
べ
し
。
延
菩
式
一
脚
名
阪
K
・
出
雲

閣
大
原
郡
八
口
一
例
枇
あ
り
と
い
へ
り
。
き
れ
ば
宮
腰
口
町
端

E
ゃ
ぐ

ち
と
い
ふ
も
八
口
に

τ、
八
簡
の
入
口
成
る
よ
し
友
ら
ん
か
。
武
訓
蹴

図
荏
原
郡
矢
口
波
の
矢
口
は
・
い
か
左
る
よ
し
に
て
の
名
に
や
o
n正

も
若
し
く
は
八
口
の
な
よ
り
起
れ
る
地
名
放
。
新
聞
義
興
の
竹
器
良

衡
に
歎
か
れ
て
死
せ
し
日
間
な
る
ゆ
ゑ
、
共
の
名
祉
に
高
し
。

O
宮
腰
往
還

，、

門
が
著
述
の
三
笠
記
在
り
。
此
の
三
登
記
各
八
に
云
ム
。
元
利
成
年

の
頃
は
.
刑
制
興
右
衛
門
と
云
ふ
者
.
石
川・
河
北
岡
郡
裁
許
被
m
仰
付
↓

或
は
云
ム
。
此
の
石

E
設
し
来
れ
る
小
壁
、
此
の
石
裂
け
た
る
を
以

て
・
骨
面
倒
叶
の
筋
め
此
の
石
上
に
座
し
て
自
滅
す
と
云
ム
。
と
あ
り
。

卒
女
云
ム
。
右
自
註
に
引
詮
せ
し

一
牲
と
い
ふ
は
・
山
田
四
郎
右
街

今
此
の
石
の
あ
る
所
に
て
共
の
組
首
捌
け
落
ち
、
共
の
鈴
も
破
裂

す
。
因
り
て
共
の
袋
訟
き
を
以
て
、
今
の
所
に
築
櫛
し
置
く
と
在
り
。

玉
泉
丸
に
仮
山
主
作
ら
せ
ら
る
h
時
、
能
州
よ
り
宮
腰
治
部
へ
般
に

て
遮
部
し
古
都
ら
し
む
る
天
然
他
形
を
伽
ふ
る
脊
石
な
り
。
然
る
に
、

り
次
第
に
巡
焼
し
・
之
を
城
中
よ
り
の
回
遊
K
細
を
引
き
、

今
の
直

道
を
作
ら
せ
ら
る
。

上
監
は
今
校
内
記
、
下
監
は
別
刷
奥
方
術
門
と
一宮

ふ
。
文
今
此
の
道
傍
に
あ
る
大
石
と
枕
す
る
石
は
、
出
品
永
十
一
年
に

州
芯
帥
世
教
鈴
考
陀
云
ふ
。
元
利
三
年
丙
反
、
今
年
A

宮
山
川
問
問
右
術
門

主
監
と
し
て
・
金
府
の
官
道
街
巷

E
改
定
し
て
橋
梁
を
巡
り
、
官
臼腹

往
還
の
支
路

E
殴
し
亡
、
直
道
一
僚
と
な
す
。
自
討
に
云
ム
。
岡
山
品
開

一
牲
を
按
宇
る

K
・
宮
腰
路
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初
は
尿
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方
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り
て
、
公
の
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中
よ
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下
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し
給
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に
隠
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た
り
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下
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紡
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